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第33回全国バズ学習研究大会(2001011010・ 於.名古屋I業高校)

中京大学 杉江修治          三

新しti教育と協同(バス)学習
・授業改善をどう図るか―

1 ゆこり教育で育てる力

1)ゆとり教育の実態こ学力形成への懸思

2)ゆこり教育の意味

3)子ども観、指導観の転換

2 新しい教育への対応

1)総合的学習の時間

2)多様な指導形態

3 教育課題に応える協同 (バズ)学習

1)信頼に支えられた人間関係の重視

2)動機づけの重視

3)=貫性、統合性の重視

4)研究的実践



新 しい教育と協同(バ⇒ 学習―授業改善をどう図るか(要 動

1 ゆとり教育で育てる力

日本の教育の基本方針として「ゅとり教育J力れ わヽれるが、どんなゆとりが必要かの議論

:ま不十分である。詰め込み教育によつて子どもたち|ま息が詰まっているという認識 :ま正 し

いのだろうか。少なくとも日本の子どもたちは先進各国の子どもの中で:ま授業後もつとも

学習時間が少ないとい う資料がIIJら かにされている(塾の学習時間を入れてさえである)。

確かに IEAの調査で|ま、日本の子どもたちの理科、算数・数学学力 :ま世界でもトップ

レベルに依然としてある。 しかし学習意欲などの結果に見られるようにいくつかのほころ

びが現れつつあることも知っておくべきだろう。事実、日本の大人は欧米の大人に比べて

科学への興味関心が薄い。学習内容の把持が悪いことを示唆する資料である。
「ゆとり教育J:ま今回の学習指導要領に見られるような内容の肖J減 という形の改革で達成

できるものではないだろう。子どもたち一人ひとりが暗記でiまなく、じっくり考える教育課

程が組まれてこそ実現するものだろう。理科教育では本当に科学する機会を経験し、歴史

授業で|ま歴史観を形成する機会を経験する。このようなことが可能であることが「ゆとりの

教育」であろう。

そのために,ま子ども観、学習指導観の転換が行政にも、現場教師にも必要となる。一方

向の授業、「教える」ことが教師の仕事と心得ること、それでは本当の子どもの学び :ま実現

しない。

競争的な学校文化の中で、今の親、ひょっとするとそのまた親も負け組であった可能性

iま高い。競争は少数の勝者 しか生まないからである。負けつづけた者たちが学校での教科

学習を心から大切だと思 うことは少ないだろう。立身出世の道具としての威力を失いつつ

ある教科学習は、それが実 :ま非常に大切なことであるにもかかわらず、社会の中でその意

義を認められなくなりつつある。子どもたちは学ぶことは他人事と考えているかもしれな

い。教師たちは子どもの達成への要求水準をもつと高くもつべきである。学校学習の力と可

能性をもつと信 じるべきである。そこから新 しい学習指導改善のエネルギーが沸いてこよ

う。

2 新 しい教育への対応

総合的学習の時間が新 しく設けられる。試行的な実践をいくつか見てきたが、なかなか

満足できるものに出会った経験がない。「体験」重視という言葉は教育の本質に照らして慎

重に提え返す必要があろう。学校でさせる体験と地域、家庭ですべき体験との混同|ま学力

低下につながるような気がしてならない。総合的学習の時FH5は教科ではないが学校で学ん

だ事柄を統合 し、生きた力とするためのものである。本当に子どもが進歩する経験がそこ

でなされなくてはならない。子どもの自主性の尊重 と放任が混同されて|まならない。子ど

もの経験だけから発想 されることがらは多くが貧弱である。成果の出ない勉強は子ども自



身にとっても面白い|まずがない。教育の目標から構想ができるのではなく、たまたまあっ

た題材(古い町並み、豊かな自然なaか ら構想が出発するのIま本末転fpjで ぁる。教師の十

分な配慮や事前の指導が忘れられているというのがこれまで見た多くのこの領域の実践に

対する感懇である。

また、少人数授業やティームティーチング等、多様な指導法の意義が確認され、その積

極的な導入も各所で試みられつつある。ただ、例えば少人数授業の場合、少人数を相手に

従来どお りの指導法で授業を行つても、目が行き届く分成績 iま上がる可能性は高い。 しか

し、教え込む授業を続 |すた場合、子どもたちがどのような学習態度を同時学習するだろう

か。少人数授業は、より広範で豊かな同時学習を可能にするように、子どもの学習に自由

度を与えても十分授業を進めて行ける教育条件なのではないだろうか。発想の転換が必要

とされ′よう。

3 教育課題に応える協同(バ⇒ 学習

教育にお lす る不易と流行といわれているが、このことの正確な理解 |ま大切である。流行

は教材、学習内容のことがらであり、人間の学習の原理は不易である。この不易を十分理

解 しなくては流行に対応できない。

バズ学習の基本である「信頼に支えられた人間関係が教育の基盤Jと いう基本仮説は子ど

もの豊かな学びを促す不可欠の観′象である。数学の学び合いの中で「分かつたJと い う喜び

を友人に言える関係の中で成長する子ども、英語の自由会議、スクランブル活動の中でひ

とりとしてのけ者にされず、積極的に相手を選び大きな声で自らの意図を英語で伝えよう

としている学級の伸聞たち.共に育つという協同事態は集団のメンバーー人ひとりを確実

に学習に向けて動機づけている。

甘い助け合いを協同と呼ぶべきではない。協同学習は伸間を援助するという責任 と伸FHl

め援助に応えるという2面の責任を要求する。強い個人を作るための方法である。エンカ

ウンターで作られる人FHl関係をさらに課題志向的集団にまで高める必要があるのである。

人間の学習の原理を踏まえた実践は教師の絶えざる自己研修を要求する。協同学習の研

究者ジョンソンは、協同学習は容易ではないと述べている。教師の日ごろの実践が研究的

である、すなわち研究的実践であることが必要である。

バズ学習、協同学習が唱える不易の原理を踏まえて新 しい課題に向けての意思決定をす

るということが教師の仕事である。バズ学習、協同学習の理論や実践の蓄積はその際の有

益なヒン トを与えるものである。



第 33回全国バズ学習研究大会 (名 古屋工業高等学校/2001年 11月 10日 )

F総合白もな学習の時間』の導入と教師の役害J

石田 裕久 (南山大学 人文学部)

<は じめに >

・ここ10～ 15年で教育政策の方向性が徐々に変化   cg大 学の場合

1991年 大学審議会答申「大学教育の改善について」

1997年 大学審議会答申「高等教育の一層の改善について」

<総合学習 “登場"の経緯 >

・教育には「国や社会のために役立つ能力 =技能の育成」というねらいと「生徒ひとりひ

とりの発達を援助するJと いうねらいがあり、わが国では前者に重メ領

↓

I学習指導要領の改訂】

・1996年 中央教育審議会第 1次答申 (第 15期 )

『生きる力』と『ゆとり』 →  「総合的な学習の時間」、「学校週 5日 制」

・1998年 教育課程審議会答申・ 0。 「総合的な学習の時間」膚J設の提言

【学校教育法施行令】

・学校教育法施行令 (1953年政令40号 )

第 5条 (就 学すべき学校の指定):

市町村の教育委員会は当該市町村の設置する小学校または中学校が 2校以上ある場合に

おいては、前項の通知 (入学期日の通知)において当該就学予定者の就学すべき小学校

または中学校を指定しなければならない。

・1987年 臨時教育審議会第 3次答申

区域の設定の拡大、学校指定の変更・区域外就学の一層の弾力的運用、親の意向の事前

聴取 中不服申し立ての仕組みの整備など多様な方法を工夫すること

・ 1996年 行政改革委員会 (総理府)「規権1緩和の推進に関する意見 (第 2次 )」

保護者の意向に対する十分な配慮、選択機会の拡大の重要性の周知を図ることにより、

市町村教育委員会が本来の機能を発揮 し、「学校選択の弾力化」に向けて多様な工夫を

行うよう指導すべき



・1997年 文部省「通学区域諸J度 の弾力的運用」を求めるIF3道府県教育委員会宛通知

。1998年 中央教育審議会答申「通学区域制度の弾力的運用」推進を提言

↓

学校選択制

I教育職員免許法】
薔教員資格の無資格化 (1998年改正)

=2091年 菫0月 中央教育審議会教員養成部会中間答申

くなぜ総合学習が求められ るのか ?>

・画一的価値観による社会から、多様な価値観の必、要とされる社会ヘ

・情報化社会の進展による「能力」概念の変化

・豊かな社会におけるモノとココロの変容

↓

教師に求められる資質の変容

<総合学習の特徴 とは何か一バズ学習 と総合学習 ―>

う従来の教科指導の目標は伝統的に知識や技能の獲得が中心

。「自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する

資質や能力を育てるJ「学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体

的、創造的に取り組む態度を育て、自己の在 り方行き方を考えることができるようにする」

↓

態度の重視

・「互いに協力する技能はもつて生まれるわけではない、学ぶものである」

↓

社会的態度・対人関係的スキルと教科の知的側面の修得

↓

「協同」を基盤とする総合的学習を組み立てる之、要

・態度の評価とカリキュラムの評価

以 上
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餘鸞3赳烙逮辣颯}烙
現在、理本尋建物は建築基準法に定められている耐震構造と、建設大轟轟轟可を必要とす i

る免震構造・ell震構造鑑大劇することができます。

いずれも、地震i■よる被害mを できるだ瞬 くするための構造ですが、どゆようをこ

違うの勢囀単ば説明します。

i― l

耐震構造は、盤圏な基礎を地盤に置定し、地震のエネルギーを建物の主要構造部材の変形
能力と強さで吸収する構造で、大地震時:こは、大破はしなしヽ≧蓼ても小競程度は繁容してい

ます。このことは、建物ギ受ける織 が減るわけでなく、かえって増幅されることが凩る
ので、建物的の人 に々死傷者が轟たり、1霊容物や設備が転爾・破壊したりして建物の機畿を
失うこともあります。この中には、一部趨爾 建築も含誡 ています。

l… 2

免震構造は、建物の議難懇1、 ま尭は中間購:こ本平方陣]に変彫する部材を織ゑ込んだ構造を

いいます。地震時にこの部村ポポ歌競諄こ大きく変形することで、地震のエネルギーのほと

んどは吸収され、上部の建物に伝わるエネルギTは、従来の耐震構造に痰 大幅経低減さ

れ、建物の安全性が向上するとともに、人命や、収容物・設備機能を守り、地震後もすぐに

建物を使爾することができます。

ただし、すべての建物に適用できるわけではなく、比較的重量があり、かつ硬電軸 で、

高碁60難位まで傘建物鋪 効です。

免震構造



l―醇跛犠}鰺
制震構造の考え方は、

′
大攀くか‡疇・て次の自リキこ分類されます。

0 アクテてプ鋼鑽――一環ンピューター制御を纏甦して、    .,
建物の懸上鐘畿せた量を動かしぬり、ケー 総ゞ プレー   !
ス (筋かい)の動き方を調整して、人為的に地震の揺れ   l
を抑える方法。

圏 鰯

鶴 鰯

駒 . li::::II[

⑫ ノヾッシブ轟瑾震――――主として武:き な滅議機能 (ダ

」聾―類)を建物に組み込掟 とによって、機れを抑え:

法。大地震から風揺れまで、数十パァセント胸 低減

効果が期待できますも

現在⑭鈴方法が広く驚いられています。何故ならコストが安価鶴 るため、低麗かな高雇
ビルまで饉躍誉れていて、特:こ鉄骨構造で (超 )高層の建物に有効な方法だからです。
それぞオL総構造形式の特徴を知り、地盤性状 (動的・静的)・ 建物の規模・燿違等を控討

し、使し壌濁囁ことが最も大切です。

舞 鑢  畿         /
轍 雀称 基 準 力麟   《c tt1/′ $2)

○ 輔 人体に感じないで地震計に記録される程度藝地震 〇. 8鱗F

饉 静止している人や、特mを こ注意深い人だけ齢 かる
程度の地鑽

⑬ら8～ Q. 5

菫 晰 大勢の人に感じる程度分もので、戸脚 力事
｀
かに動く

のが分かる程度の地震
2.5-  3

璽 颯 家量が揺れ、戸障子がガタガタと鴫動し、闇 のような
轟り下げ物は機当揺れ、器内の水面が分かる程度の地震

S  ― Q5

Ⅳ 中霊 家屋の動揺が激しく、座りの悪し   ご:よ癌れ、器内
の水は轟ふれでる。また、歩ば いる人にも感じられ、
多くの人 :々ジケト翻 出

25 ～ 8③

V 轍 壁に割れ猥が入り、墓石が倒れたり、煙費`石垣などが
破鑽輝

。
ち程度の地震

80  -250

Ⅷ 葬震 家量の倒壌は30%野 で、麟 れが起き、地割れが生
し、多く等kが立っていることができない脚 麹踏

2「pO  -400

Ⅷ 濃 家屋の倒壊が30%以上:こ及び、曲崩れ、地割れ、断層
などが生じる

400以上

~鴨
≒ ■
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積層ゴムの構造

餃―‐l芍文痰置:饂献ゴユ}眸跛飩
亀量襲置に求鑽られる機鑢鐘織蝙・減表・機甦・支持の国中で、そ輻方法として博Tぺり立´

承系P穣踊漁 轟、通るわζ準支承系め三種類が並農鋳おも鍮増す。曇れら翁方法像特籍を知
り、建物規模嗜性撞・爾途等まと感して単独また‡よ織称合わ壼て層しヽみととができます。
設置場所3=鐘基礎部、申間階、床などがあります争                  |
現在、鬼震装置は色 開々発さftて 琴ヽますが、こ通では広<採燿されてしヽる F種層ゴムJほ

つして選べることにします。
「穣層ゴムJは一畿的にくな国命ように

亀 層≧鋼板を交互:こ接着させ、幾層にも

重ね合わ崚たも鋳です。通常、ゴムは垂直

荷重が力識ちると構:こ痙がる性質があるため

鉄板がその横へ鍮広がり警拘束し、本平荷

重キai本ゴムの横へ広がる性質を生かした補

構造になつてしヽます。鬼震装置≧しては理

想的な部材で、その代表的なものにつbゝて

簡単華こ説明します。

①高減譲饗積層ゴム=―― ゴム筵特殊配含を施し、ゴム自身うこパネ機能と滅蓑畿鑢を排
せ持たせたもので、ダンパト 《減濠装置)力理 です。

設計が審身で安無ですが、特性諄 きなようι亀数調整すると

とはでき議竜蔦寺

⑫錯アηグ入り穣層ゴムー天然ゴム系命積層ゴム中申mに胃筒状の錐プラダが入つて
いるものです。積層ゴムカ摯綿機競を、鐘プラグが滅衰機畿
を負担しているため、ダノゝい  (減棄装置)が不要です。

設計が容易で安価です。また餓フ・テグ命サイズを変えるだけ

で、減衰性能を調節できる長断があります。
舎天然亀 系積層ゴム……低減衰職層ゴムともい爵減■、天然亀 を使躍したものです.

こに穣雛曇摯積輝難ま、荷菫と繋藝欧玲藤諄稀びフックめ法nl掛鋼難ぃ

線形バネとして安定して罐 すが、    銀まありません。

したがって、減塞機能をもつたダンノヾ―が別置きで必要にな

ります。

種層ゴム系の免震装置朧 こめ3種類があり、直後もち〔〕ぐI餓へ‐1撃 O c rrlま でありますの
で、地盤性状 (動的)・ 建物の規模・構造・用途等に応じて、選ぶ通とがで

°
きます。

本絞の免震校舎は、錯プラグ入り積層九 で直後1 5 9 cttl備 ものを使簿しています。

フランジプレー酪



3魃    輻貶讐〔燿渕学}‡鉤ζ{
亀⑫OO年を鑢聾立80爾年を迎えた革被では、l争 98年 :こ新崚    ヵ峨鰈:されま

した。

通の新岐合はξ兵薄県書部地震Jゲ麟購:|から、将来、との地域が大地雛転遭選する可籠強
があるとぬ腫費鋳認識にたちこ『地震から人命、

´
教育轟嘘、資菫を守る安全な較舎を』としヽ

う理念から低層糠は高水準の繭量構造、高層被l繁性能の免震構造が採爾されました。…1999年幕月に60号館。第1援饉館の   ヵちらはじまり、高層糠・低層棟・繊釣
他の建物が逐次竣工し、2091年 3月に全棟完成し,ま した。   i

5-l

ll難螺聯難攘
‐       0 電1世紀の学校建築の模範事例 (構造的)の実現を聾指す.

:       ② :幽璃計画・譲囀爾便甦の調租を図りつつ、優れた建築笙聞を壷み出す。

③ 建築滋懇・建築窒闘鍛機能性 罐難饗♭ 安全性 (特に耐   )e耐 久性 。経済

‐         性等の多様な評価観点に燃ヽヽて畿れた構造体とする。

1       9将 来の建築澪1驚形態の変化に対応でき轟柔軟性を有する機遺体とする。

1   23糠齢朧機
l       ① 均整のとれた力学的美しさを有する構造体とする。

l       ⑫ 抗務の耐震安全性能を有する構造体とする。

|´      Q 巡 ≧免震構造を採用すること:こよつて、地震時・地震後:こおける技舎の機能維持

|         資ヽ産保全を図り、万一の大震災発生時には地域の救急活動に貫献できる建物とす

1          轟辱

:       ⑬ 工業高校という観的から、平常時におしヽても生鶴事亨劃懸襲こt轟きた教材として役

:         立つ建物とする。

|  ・31菫攘            l
l     高ヽ層糠 (i飽震構造)

.       ① 将来、遭轟する可能性のある、下記のいずれの地震に対しても撤 設計とする。

|         ・海洋性の巨大地震 (東南海トラフ・要南海トラフ等)              「
・内陸め巨大地震 (中央構造線・教賀湾一伊勢湾捕進織・福井―毅尾谷断層系等)  ｀

。本絞近鋳:こ穫鵡ける活断層を震源とする

② 耐鑽性能レベル:「 looヵィン    「』   ・・

設計用地震動の強さは、最大速度VIn a x露 l o o cln/s及び、兵庫県南部地震
で記録されたVtta x=100cm/sを超:える地震動を採用する。



3-2隋晰
魏 塚 建築面積一… 2)148,11職 電 難≫靖諄鑽―- 10,89轟 .97鍛2

高層糠  1,惚 91.6参難豊         8,953.l① 餓2

無層糠    735。 43撤電         1,737116難 盆

クラダタ坤ス    1213 tO15富 12             260.71珀亀2

高層糠――教_2・・実験、実習室・職員室等 (ELV― -4台 )     l
爾 練――事纏 、難 、多圏購 "ザL等     ヽ

高踊糠  基礎構造体――鉄筋コンクリート造連続基礎 (直接基礎}

上   ……1～ 3贈一儀鸞儀飾コンクリート造

4～ 8階―鉄筋コンクリート造

スバン  ーーX方向 (5スパシ)、 Y方向 (3スバン)

柱本数  ―…24本  寧ヤ疇簿一二30。 8 3rrL

低層構  基礎構造体――鉄筋買レクリート進違畿基礎 〔棋基礎)

上   一…1～3贈―畿飾ヨンクリート造

スノベン  ーーX方向 (1スノ1ン )、 Y方向 (10式ノヾン)

柱本数  ――盆2本  軒の高さ―…12。 6 2rrl

3-磯     {玲概要
条件

騒本建築泄ンター・免震構造評定番号―一―――BCJ―免6参 3

評掟上の繭震性能クラスーー「C3-A～C4-A』
設計性能の簡潔表現 ―一-100カイン無損傷設計

設計爾翻     三二vmaX100～ 165cm/s
先震装置の概要 (国内最大級の規模と免震性能)

灘 難 置

創け
゛
ラゴkり積層ゴム〈蹴 ゴム)― -4種類――導I基

仕  様 タト経―… 1 5 5 0mln  有効直経―… 1500勲識

高さ―- 7581n論   鉛コァ直後… 27◎ぺ率70難職

ゴム総厚  360鶴熱 被覆輝 =  25勲識

1基当́り鍼 援荷重――織2,0参 0トン (柱3本什)

謬嶽制騨鷲麓影量……………… 90c難
角震爾水平クリアランスー…100ch ´

郡躍野輔曲直クリアランスー…  5c五

躙 麟

途欝



3二 4プリアランス≧畿饉
免震崚舎母永平クリアランスは100c職 、量直クリァランスはSc議で、これだけ大き

なクリアランスをもつ免霊建物は、国内は,わbて数棟しかないと聞bております。

議鮮 (織排水)蠅係めエキスパンシ逮ン・ジ覇インい (伸織纏手)‡ま18⑬ c難の費拉鷺

を要求されているため議襲轟がなく、すべて特別製品です。・

なお、地震時ιこ対して、新難 がどの様に応答するか灘意するため、6ヶ所に計測器が最
l置され、免震階には、けがき式変位計も握ヶ所設置されています。       "

3-5優耀覇詳朧 1輔 )と織 講 海ン:島イント1輻齢
本平方向に90C職以上動く免震校舎に連結する電気館・新築の低層棟の建物は耐震構造

な分で、そのつなぎ爾となる部分は極めて特殊な構造にならざるをえません。   メ・

したがってここに使用される部材も、設備と同様響卵創議豊になつています。

蠅
現在、日本で穣層ム を使用した、免震設計の考え方は大きく分[貿 2遜りおります。

① 理ヽさ1な地震から対応し、巨大地震に対しては免震装置そのものが、変形じ建物を等

るという考え方です。この場合、変形した免震装置を取り替えるための施設・設備

力      .

② 現時点で、甕本で起こるであろう巨大地震に対応する装置を設置し、小さな地震‡こ

対しては、麟震性能で対応しようとする考え方です。こσ場 合、装置に大きな荷重
・

をかけるため大規模で高性能にする必要があります。

どちらの考え方を選択する力襲灘 しい決断です。

本絞の免震校舎は後者の考え方を選択し、さらに国内最高水準め規模と性能をもったた震

装置を設置しました。この装置の是非につしヽ〔:よ、ここまでの高性能め免震装置を必要とす

る否かで、評価が分かれるところであります。

長庫県商部地震クラス以上の大地震に対しても、かけがえのない生徒・職員の生命と生活 ・

を守り、さら紹学校という建物が持つている公共的使命、施設・設備に重大なダメTジを■
.

・
えないことを考えるならば、本校の免震絞合は、優れた耐震性能を有する建物と評価できま |

す。

現在、国内で870続以上ある免震構造の建物のうち最高ランクの建物であり、

でこれだけの規模・性能をもつ走ものは難にはありません。           ・

ン

１
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